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第41巻 Ruby㎝Ra山を用いた情報管理システムの構築

Ruby on Rai lsを用いた情報管理システムの構築

高山秀津，窪田哲也韓

Deve1opmentofComputerAided誠m拙㎝M㎝agementSystemUsingRubyonRai1s

                      ｝          HidehiroTAM“MA，Mas㎜㎞KU旧0TA榊

AOSTRACT

 学校基本法の改正により高等教育機関では，認証評価機関の認証を受けることが義務付けられ，その際

に必要な書類の作成による負担が大きくなっている．これを解決するための一つの方法として，情報管理
システムを提案する．情報管理システムとはユーザに関するあらゆる情報を管理するシステムであり，こ

のシステムを使用することで異なる書類に同じ内容を何度も入力するなどの冗長性が緩和されると思われ

る．そこで本研究では，情報管理システムの機能のひとつとしてシラバス作成システムを構築し，Web上

で使用できるように実装した．

KGyWords：情報管理システム，DB，切ebアプリケーション，アジャイル，プロトタイピングモデル

1．‘ま■二め‘二

 学校基本法の改正により，平成16年度から大学，短期

大学，高等専門学校は教育，研究などの状況について，7

年以内ごとに文部科学大臣により認証評価機関として認

証を受けた機関が実施する評価を受けることが義務付け

られた［1］．この認証評価機関が行う評価方法は，教育内

容，教育成果など詳細なデータを記した書面調査などに

基づいている．また，日本技術者数脊認定機権J畑胆

（Ja卿A㏄reditati㎝Bo砒dforE㎎ineeri㎎

Education）［2］は前述の認証評価機関の評価方法とほぼ

変わりがない．しかし，J’㎜瑚淋，5学年と専攻科1，

2学年を対象にした認証評価という点で異なる．この二つ

の制度をクリアするための書類のひとつに自己点検書が

ある．この自己点検書は学内機権の改善カ法や，教育目

標に関する学校の取り組みを点検し，まとめるものであ

る．教員はこれを作成してJ＾固犯に提出しなければならな

い．さらに，この自己点検書コ提出する書類の一部であ

り，他にも多くの書類を作成しなければならない．その

ため，教員はJ＾B田や認証評価を受審する毎に書類作成な

どの雑務が大変多くなっている．これら全ての書類を関

連づけて作成するシステムがあれば教員の負担軽減に役
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立つと、思われる このため，神戸市立高専ではさまざま

な書類作成の入力支援システムが連用されている．入力

支援システムとは，何度も入力しなければならないデー

タをDataBase（以下DBとする）に保存しておき，そのデー

タが必要なとき口Bからデータを呼び出すことで入力に

かかる時間を短縮し，使用者の入力を支援するシステム

である．これをシラバスに応用させたものがシラバス入

力支援システムである．このシステムの開発，運用がで

きれば，本枝においても教員が毎年行う作業に対する負

担を少しでも軽減させることができると、思われることか

ら，まずシラバスを作成するシステムを提案し構築する．

 このシステム開発にあたり，いくつかの開発手法が考

えられる．雛，Webアプリケーション開発に脚avaを

用いた開発と，PH1榊yといったスクリプト言語を用

いた開発に二極化している傾向がある［3］．この二極化さ

れたなかで，JavaとRai1sに関して検討した．まず，Java

で脆bアプリケーションを開発する場合，一からコードを

記述していかなければならないので時間がかかり，特に

Java初心暗ではそれが顕著にあらわれると思われる．一

方のRai1sはWebアプリケーションフレームワークであり，

アジャイルにWebアプリケーションを構築するのに長け

ているため，本システム開発に道していると思われる．

アジャイルとは機敏な，迅速なという意味で，プロトタ

イピングモデルによるソフトウェア開発においては重要

視されている．以上の理由から，できるだけ早期開発，

運用するために，Rai1sを使って開発することとした．よ

って，本研究ではRai1sを用いた情報管理システムの構築

を日的とする．
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2．帖アプリケージ≡1ン

 WebアプリケーションとはWebサーバ上で動作し，ユー

ザのリクエストによりWeb上でそのアプリケーションの

提供する機能を利用することが出来るアプリケーション

のことをいう．本章では2．1で使用したフレームワークに

ついて，2．2でフレームワークとDBの関係について述べる．

 2．1帖アプリケージ…Iンフレームワーク  胎i1s

はオブジェクト指向のスクリプト言語㎞byをべ一スにし

たWebアプリケーションフレームワークである．部分的に

プログラムを変更することで，システムの部分的な開発

が可能になり，すばやくWebアプリケーションを構築でき

る．また，Rai1sは図1のようなWC

（Me1→ie舳ntro11er）べ一スのフレームワークでも

ある［4］．Mode1はなんらかのデータとそのデータを操作・

するメソッドを提供する役割を持ち，DBとデータのやり

取りをする．Viewはデータを表示する役割を持つ．さら

Aodon
Co11位。11er

（コント目一ラ）

AcuoI1 ActioI1

View R㏄0rd
（ピュー） （モデル）

     図1RailsのMVCアーキテクチャ

にContro11erはアプリケーション内の調整役で，ユーザ

入力を受け取り，Mode1とやり取りをし，適切なViewを表

示する役割を持っている．また，Rai1sの最大の特徴は，

Rubyをあまり知らなくても，表示，編集，削除といった

機能を有する単純なWebアプリケーションをコマンド入

力だけで作成してくれることである．

 2－2 胸i lsフレームワークと脇の連機 ㎏11s

はDBを中心としたWebアプリケーションフレームワーク

でもあるので，DBの設計が重要となる．雛，DBを設計，

管理，運用するためにはRDBMSを使用するのが主流となっ

ている．㎜1㎜SとはリレーショナルデータベLス管理シス

テムのことで，本研究では㎜㎜の榊を使用した．

MySQLを使用した理由として，同じ㎜㎜のPost酊eSQLと

比べた場合，検索処理や更新処理を高速にできる［5］こと

である．しかし，Rai1sはオブジェクトモデルなのに対し，

M脇はリレーショナルモデルである．そのためインピー

ダンスミスマッチと囎まれる問題が発生する．この問題

を解決するために次のような手法がある．

0bject／Re1atiqna1胎ppi㎎（以下0㎜とする）と呼ばれる

手法である．0㎜はテーブルをクラスに，行をオブジェク

トに，列をそれらのオブジェクトの属性にマッピングす

るものである．このRai1sの0RM層をActiveRecordといい，

標準的なORMのモデルに従っている．

3．システム聞売

 3．1システム棚昌  現在のシラバスの書式は

Microsoftワードのシラバステンプレートファイルに入

力している．しかし現状では，授業科目名や単位数，J肥囲

基準，学習教育目標などDBから情報を取り出せば入力し

なくてよいものまで教員が毎回入力している．そのため，

システムにはあらかじめ必腰な情報を入力するための管

理者用メニュー，教員情報と関連付けて教員調書の作成

が可能なメニューが必要と考えた．

 3．2㎜設計  まず，システムに必要な教員データ，

科目データを管理するDBテーブルの設計を行った．DBテ

ーブルの設計には囲図による設計手法を採用した．訳図

㎜模
耐弼一
月

岬
㎎．．

舳

□‘杣一面

■1●■D

II㎜涜

．5

       図2作成したER図

による設計過程において，テーブル間の関係が多対多に

なる場合があった．多対多の関係はDBの内容が一意に決

定できないことから好ましくなく，1対多の関係に分解し

た．具体的には職員情報と科目情報が挙げられる．これ

ら2つのテーブルに対して中問結合テーブルである職員

To科目情報を使うことで1対多の関係に分解した（図2）．

 3－3シラバス作成システム  情報管理システムの

ひとつとしてシラバス作成のアプリケーションを位置付

ける．ここで求められる機能として，教員による入力回

数ができるだけ少なくなる機能であると考えた．そのた

め，まずデータの入力，編集，削除ができ，・DBにそのデ

ータがきちんと保存されるように作成した．図3に作成し

た入力画面を示す．この画面は教員が入力しなくてもよ

い情報を管理者が入力する画面である．教員。は管理者用

画面で入力される情報以外の項目だけを入力することに

なり，従来のワードファイルに項目を入力する量と比較
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してシステムを使用した場合，入力する量が減少した1

さらに，入力したデータが適切なデータかどうかを検証

するバリデーション機能も実装した．しかし，図4に示す

ように，この検証機能のエラーメッセージは当初英文で

表示された．これを解決するため口。tive Heartと呼ま

れる英文のエラーメッセージを日本語に変換するRai1s

のプラグインを組み込んだ．これによって，図5に示すよ

うに，英文を同本語に表示することができ，入力者に対

してエラーの意味を明確にすることができた．

次に，入力画面で入力したデータをシラバスとして表示

させるぺ一ジの作成を行った．当初，管理者が入力する

1竃竃号晶郡㌶率坤帥二一。“々
丁目榊竈…舳               6■・11jソい

科目基本冊調 新規
科目コード 一 ．

1一一∵．一■    「

理塾旦…．

科目名候）
こ一一一■

1一’’’      j

副識棚．．．

呈幽
糺 ．＿．．一＿一 ．．一．．．；

梨
一1套

蓮

養

・9他冊朴

図3シラバス人カロ面（管渥着用）

科目基本情報 新規

画面と教員が入力する画面は異なるコントローラで実装

していたため，コンポーネントと呼ばれる方法を利用し

て作成した．しかし，コンポーネントを利用すると複数

の教員がこのWebアプリケーションを利用する時にうま

くシラバスの画面表示ができないという問題が起こった

この理由として教員ごとにIDも変わり，コンポーネント

では変動するIDをリクエストできないため表示したいデ

ータを呼び出すことができないからであった．そこで，

共通のコントローラ内で各DBテーブルのデータを読み込

むようにプログラミングすることで，複数め教員カ郡1周

しても図6に示すようなシラバスの画面表示ができるよ

うになった．また，科目ごとに図6に示す瞭業の内容」

の項目，時間，内容の行数が異なっていたため，当初，

表の大きさが統一できていなかった．そこで，項目，時

11h帥欄肥p曲』ms舳ht一先1b㎞㎎牝はs

 ■ ［o山b■間一＾n伽

 ■ 【舳㎜I一■5㎞

榊目コード

図4美文で表示されたエラーメッセー一ジ

                       率1

科日基本情報 新規

次の一頁目に間幾b、あります

 ■科目コー日さ験亭で入力して下4、

 ■斜日コード表入力して下ai

科目コード

図5日本躍で表示されたエラーメッセージ

｛＾㎞血一触〕
．2

， 分

ア刃
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   の
P．2年生の物1と1－3年生の疲単一．I．および一年生の転用楓を㎜しで、、ること看藺確とする．戦鴨

   ■

8 1 J＾匪E  1㈹

■

1．

E，．応用機叶脱シミュし一シ。ン

D応月物顯
D睨討熟カ単
T．マツクスウ1＾。瑚昌武ヒ1■

D量子力岸の基礎

       o             ’

@ ・男㈱テーマにつ．、て邊）㈹’…ユL一ソ1ン

ｽ動’議力掌’電枷、掌．撮子棚国’光物各分誠、ら寛識テー寺

@立と鮒掌．可逆違唱と不可泌。纏1測度とエントロピー．空

@．。版マックスウ■ルカ確武電脳

@ ㎜
@真価1Φ鰍エネルギー量子㈱貝．扇子のI1高と蔵子スペク

P          I        一         ＾              I      一  ■』

図6シラパス表示口面

                       饗
管理メニュー

7          ▼

1．r教員柵報蝿をクリックすると名敷貫データの入力．編業．削除が
できる画面に移ります．

2．『シラバステータ働をクリッ・クすると，シラバス1鰍斗目チ
ータの、λ力．讐集、削納、できる百面に移ります．

3．r担当科目胸をクリックすると名敬員に担当授業科目を設定できる
画面こ移ります．

4．「ユーザ蝿をクリックすると各棚．o｛スワードを蔽董する画i面に
移ります．

図7ログイン書の口面（管記者用）

47



高山秀洋，窪田哲也 大阪府立高専研究紀要

問，内容の行数をカウントすることで，科目によらずセ

ルの幅が等しくなるように実装した．

 最後に，ログイン機能の実装を行った．同じログイン

画面から管理者と教員はログインするので，ログイン後

の画面が異なるように遷移させる必要があった．このた

めコントローラ内で管理者のIDかどうかを条件式で判断

し，管理者のIDであれば図7に示すように管理者用画面に

遷移するようにした．また，図8に示すように，管理者の

IDてなければ教員ごとの画面に遷移するように実装した．

その他にも，教員ごとのパスワード登録，担当科目の設

定についても実装した．パスワードに関しては，DB内の

パスワードを見られた場合を想定して，入力したパスワ

ードを暗号化してからDBに保存されるようにした

4。まとめ

 本研究では，Rai1sを用いた情報管理システムの1つと

して位置付けたシラバス作成システムの構築を行った．

Rai1sにより，迅速にシステムの開発を進められたこと

で，システム様築が概ね終了した．しかし，シラバス表

示のPDF化に関しては十分に実装方法が整備されていな

かったため，P㎜子化することができなかった．研究成果と

して，このシステムを使用することで，教員が入力する

量の削減が行えると．思われる．また，構築したシステム

は情報管理システムの一部分に過ぎず，他の支援システ

ムを倣口，開発する余地が本研究を通じて十分にあると

思われた．

今後の課題として，まずシラバス表示をP㎜化できるよ

うに実装することが挙げられる．次に，期末テスト毎に

提出される科日ファイルのチェックを行うためのチェッ

クシートの管理を容易にすることができるシステムの構

築が挙げられる、最後に，教科書リストの管理も

Microsoftエクセルで行っているため，管理が容易ではな

いことから，このシステムを構築することでより教員の

負担が減らせると考えられる．

            鵬

本報告は平成18年度卒業研究論文をまとめたものであ
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ます．
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